
佐
古
木
投
票
所
の
案
内
を

親
切
丁
寧
に
行
っ
て
は
。

総
務
部
長
次
回
よ
り
わ

か
り
や
す
い
案
内
表
示
を
設
置

す
る
。佐

古
木
公
民
館
を
借
用
し

て
い
る
佐
古
木
投
票
所
以
外

は
、
全
て
市
の
公
共
施
設
で
あ

る
が
、
投
票
所
に
使
用
可
能
な

施
設
の
選
定
は
。

民
間
施
設
を
含
め
て
考
え

た
い
が
、
現
在
は
未
定
。

潮
見
台
・
火
葬
場
に
向
か

う
案
内
標
識
の
改
善
を
し
て

は
。

市
民
生
活
部
長
当
該
道

路
に
看
板
を
設
置
す
る
に
は
、

名
古
屋
港
管
理
組
合
と
協
議
す

る
必
要
が
あ
る
。

当
面
は
、
火
葬
場
利
用
許
可

書
の
交
付
時
に
経
路
案
内
図
を

配
布
す
る
。

佐
古
木
駅
南
口
か
ら
国
道

１
号
に
出
る
交
差
点
の
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を
、
最
善
の
場
所
に
設

置
し
て
は
。

建
築
部
長
移
設
に
向
け

て
名
古
屋
国
道
事
務
所
と
協
議

し
て
い
く
。

地
方
自
治
法
第
２
条
第
14

項
「
最
少
の
費
用
で
最
大
の
効

果
」
の
徹
底
を
。

市
民
目
線
に
立
っ
て
事
業

を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

市
長
安
心
・
安
全
に
通
れ
る

よ
う
今
後
は
設
置
し
て
い
き
た

い
。近

鉄
線
弥
富
８
号
踏
切
道
に

つ
い
て
以
下
を
問
う
。

接
続
す
る
市
道
に
対
し
踏

切
が
狭
い
が
、
近
鉄
に
対
し
改

良
の
協
議
を
行
っ
た
経
緯
は
。

建
設
部
長
協
議
し
た
記

録
は
な
い
。

踏
切
道
の
改
良
前
に
踏
切

北
側
の
道
路
改
良
で
早
期
の
安

全
対
策
を
。

道
路
改
良
が
最
善
策
。

西
中
地
地
内
の
広
域
農
道
の

ル
ー
ト
と
重
な
っ
て
お
り
、
整

備
が
必
要
。

鎌
倉
３
０
８
号
線
・
弥
生
通

線
の
歩
道
整
備
も
そ
の
一
部

で
、
線
形
の
見
直
し
も
考
慮
し

た
改
良
工
事
を
計
画
し
て
い
き

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

工
事
現
場
の
看
板
に
工
事
費
の

掲
示
を
。

愛
知
黎
明
高
校
の
バ
ス
が

通
行
し
て
い
る
が
、
安
全
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
は
。

大
型
車
両
が
通
行
し
に
く

い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

十
四
山
西
部
小
学
校
の
通

学
路
で
あ
る
が
安
全
性
の
確
保

は
。

踏
切
拡
幅
や
道
路
改
良
は

難
し
い
の
で
、
標
識
設
置
や
路

面
標
示
な
ど
で
安
全
確
保
に
努

め
る
。

市民目線に立って事業を行う答
市民感覚で行政運営を

加藤 明由 議員
無会派

問

▲佐古木駅南口から国道1号に
　出る交差点のカーブミラー

問
答

近鉄線弥富8号
踏切道の整備を

線形の見直しも
含め計画したい

問問問 答答答

問

問

問

問

問問 答答

答

答答

答

（地図：Google map引用）
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